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分散
で割るか で割るか
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個のデータ からなる母集団の平均（期待値） は

である。平均からのずれ（偏差）を

と表すと、母集団の分散 は偏差の2乗平均であり、

である。

平均と分散

母集団のデータ数 𝑁を母数と

呼んではいけない。統計学に
おいて、母数とはパラメータの
意味である。平均や分散が母数
に相当する。
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分散 は、次のように「2乗の平均」と「平均の2乗」の差で表される。

分散
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2乗の平均は

であり、平均の2乗は

であるから

分散
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分散 は、次のようにも表せる。

分散
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例えば、 のとき

分散
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母集団から 個のデータを含むサンプルを取り出す（これをサンプリング
という）。このサンプルの 番目のデータを とすると、その平均 は

である。すなわち、第2項の分だけ
サンプルの平均 は母集団の
平均 と異なる。

サンプルの平均

サンプルに含まれるデータの個数 𝑛を
サンプル数と呼んではいけない。
𝑛 はサンプルサイズと呼ぶのが正しい。
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サンプルの分散 は

サンプルの分散
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サンプルの分散 は

サンプルの分散
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サンプルの分散 は

である。第1項はサンプルに含まれる 個のデータについて、母集団の
平均 からの偏差 の2乗平均（＝母集団の平均 に対する分散）を
表しており、第2項はサンプルの平均 と母集団の平均 との差の2乗
を表している。

サンプルの分散
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母集団から、 個のデータを含むサンプルを 組取り出す。このとき、
「サンプルの平均 」の平均 は

である。第2項は、サンプルの個数 が大きいとき に近づくから、
「サンプルの平均 」の平均 は母集団の平均 に近づく。すなわち、

となる。

「サンプルの平均」の平均

サンプルに含まれるデータの個数 𝑛を
サンプル数と呼んではいけない。
𝑛 はサンプルサイズと呼ぶのが正しい。
サンプル数と言うと𝑚のことになる。
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「サンプルの平均 」の分散 は

「サンプルの平均」の分散
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「サンプルの平均 」の分散 は

「サンプルの平均」の分散
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「サンプルの平均 」の分散 は

となる。

「サンプルの平均」の分散
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「サンプルの平均 」の分散 は

となる。第1項は 個のサンプルについて、各サンプルの平均 と

母集団の平均 との差の2乗平均（＝母集団の平均 に対する分散）を
表しており、第2項は「サンプルの平均 」の平均 と母集団の平均

との差の2乗を表している。

「サンプルの平均」の分散
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ここで

であり、

「サンプルの平均」の分散
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また

だから、「サンプルの平均 」の分散 は

となる。

「サンプルの平均」の分散
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「サンプルの平均 」の分散 は

となる。サンプルの個数 が大きいとき、第1項の（ ）内は に近づき、
第2項と第3項はいずれも に近づくから、「サンプルの平均 」の分散

は に近づく。すなわち、

である。

「サンプルの平均」の分散
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「サンプルの平均 」の分散 は、サンプルの個数 が大きいとき

に近づく。これより、「サンプルの平均 」の分散 は、母集団の

分散 の であり、サンプルサイズ が大きくなるほど、「サンプル
の平均 」の分散 は小さくなることがわかる。

「サンプルの平均」の分散
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「サンプルの分散 」の平均 は

「サンプルの分散」の平均
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「サンプルの分散 」の平均 は

となる。

「サンプルの分散」の平均
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「サンプルの分散 」の平均 は

となる。サンプルの個数 が大きいとき、第1項は に、第2項は に、
第3項は にそれぞれ近づくから

である。

「サンプルの分散」の平均



22Kagoshima University wata104@eee

「サンプルの分散 」の平均 は、サンプルの個数 が大きいとき

に近づく。これは、サンプルの各データの「サンプルの平均 からの

ずれ」の2乗平均（＝サンプルの分散 ）は、母集団の各データの「平

均からのずれ」の2乗平均（＝母集団の分散 ）から、サンプルの平均
と母集団の平均 の差の2乗の期待値（＝「サンプルの平均 」の

分散 ）を引いたものに等しいことを示している。したがって、「サン

プルの分散 」の期待値は、母集団の分散 と一致しない。

「サンプルの分散」の平均
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「サンプルの分散 」の平均は、サンプルの個数 が大きいとき

に近づく。したがって、「サンプルの分散 」の期待値は、母集団の分

散 と一致しない。しかし、 の代わりに

を用いると、 の期待値は母集団の分散 と一致する。 を不偏

分散という。

不偏分散
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個のデータからなる母集団の分散 を求めるときは

であり、全データ数 で割る。

母集団から 個のデータを含むサンプルを取り出し、それから母集団
の分散 を推定するときは

であり、データ数 から を引いて で割る。

まとめ
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表計算ソフトウェアのExcel（Microsoft）で、分散

を計算するときは、関数 VAR.P （Excel 2007以前では VARP）を用いる。

いっぽう、不偏分散

を計算するときは、関数 VAR.S （Excel 2007以前では VAR）を用いる。

補足


